










































































or source of revenue）から，最終的に支払われるわけではない」（825：132頁）と指摘して
いる。セリグマンの適切な表現を借りると?，課税のプロセスにおいて生じる，この「納税者














































































































































































































































































































































































































































年度 純収入総計 地租および査定税 （％）内国消費税（％） 関税 （％） 印紙税等 （％）
1771 10,987 1,834 17 4,842 44 2,739 25 493 4
1772 11,033 2,092 19 4,995 45 2,457 22 488 4
1773 10,487 1,843 18 5,141 49 2,702 26 509 5
1774 10,613 1,821 17 4,922 46 2,557 24 506 5
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